
全国建設研修センターの
ダム系研修について
～ダムシミュレータ操作実技を中心として～

（一財）全国建設研修センター 研修局 研修専門役　市川　幸男

ダム管理主任技術者研修のダムシミュレータを用いた実技訓練教科の進め方は、概略以下のとおりです。

写真５ 水文観測係が関係機関に各種の連絡・通知を
ダミーで電話

写真６ 操作係のゲート操作状況（利水ダム・第一類ダムの５門のク
レストゲート）。その他４カ所の警報所のサイレン吹鳴を実施

写真１ 講義風景。標準形で１班３人＊２グループ、計６
人ずつで実施

写真２ １班３人編成（水文観測係、班長（中央）、操作係）で
実施。役割をハイドロ毎に、半日ずつでローテーション

写真３ 班長を中心に台風情報、予想降雨量などから相
関図表などを基に流入量予測と放流計画を作成

写真４ ホワイトボードで班長が流入量予測と放流計画
について説明し、今後の方針を３人で確認

ダムシミュレータ操作実技の進め方
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任
技
術
者
（
実
技
訓
練
教
科
）
研
修
」
を
二

〇
回
程
度
、
三
日
間
の
日
程
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

河
川
法
に
基
づ
く
国
土
交
通
大
臣
の
登
録

研
修
で
、
定
員
は
一
一
五
名
で
す
。
四
月
に

五
日
間
の
座
学
の
学
科
研
修
が
先
行
し
て
あ

り
、そ
の
後
に
こ
の
コ
ー
ス
を
受
講
し
ま
す
。

ダ
ム
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
装
置
を

使
用
す
る
研
修
コ
ー
ス

現
在
、当
セ
ン
タ
ー
に
は
、

大
き
く
三
種
類
の
ダ
ム
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
実
技
の
コ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
各
回

定
員
が
通
常
三
名
ず
つ
二
班

編
成
の
六
名
で
、
班
長
、
水

文
観
測
係
、
操
作
係
の
三
つ

の
役
割
を
半
日
毎
に
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
し
て
ひ
と
と
お
り

の
操
作
内
容
等
を
修
得
す
る

も
の
で
す
。
訓
練
の
実
施
風

景
は
〈
写
真
１
～
６
〉
の
と

お
り
で
す
。

（
１
）
利
水
ダ
ム
職
員
向
け

の
コ
ー
ス

五
月
か
ら
七
月
末
に
か
け

て
、
主
に
利
水
ダ
ム
等
の
職

員
向
け
に
、「
ダ
ム
管
理
主

（
一
財
）全
国
建
設
研
修
セ
ン
タ
ー（
以
下
、

「
当
セ
ン
タ
ー
」
と
略
す
）
に
は
、
お
そ
ら

く
現
在
、
日
本
国
内
で
は
唯
一
の
利
水
ダ
ム

と
多
目
的
ダ
ム
の
両
方
を
訓
練
目
的
に
使
用

で
き
る
ダ
ム
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
装
置
が
あ
り
ま

す
。
今
回
の
セ
ン
タ
ー
通
信
で
は
、
ダ
ム
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
装
置
と
そ
れ
を
使
用
す
る
研
修

コ
ー
ス
等
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

利
水
ダ
ム
等
の
「
管
理
主
任
技
術
者
」
に
選

任
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
実
務
経
験
年
数
の

短
縮
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
操
作
方
式
は
「
お

く
ら
せ
操
作
」
で
す
。

（
２
）
ダ
ム
管
理
技
士
試
験
・
実
技
試
験

（
一
財
）
水
源
地
環
境
セ
ン
タ
ー
が
主
催

し
て
、
当
セ
ン
タ
ー
が
実
技
試
験
を
受
託
し

て
実
施
し
て
い
る
の
が
「
ダ
ム
管
理
技
士
試

験
（
実
技
試
験
）」
で
す
。
河
川
法
に
基
づ

く
国
土
交
通
大
臣
の
登
録
試
験
で
、
学
科
試

験
に
合
格
し
た
者
が
受
験
資
格
が
あ
る
コ
ー

ス
で
、
十
月
初
め
か
ら
十
一
月
下
旬
に
か
け

て
、
一
〇
回
程
度
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

試
験
に
合
格
す
る
と
、「
ダ
ム
管
理
技
士
」

センター通信／建設研修



洪水時ダム操作：多目的ダム：定率・定量操作～異常洪水時の防災操作（ただし書き操作）手順図

写真８ ただし書き操作・ハイドログラフ

写真７ ただし書き操作・ホワイトボードの
クロノロジー（時系列の対応経過）

●

●

 

流入量（青線） 

放流量（本来の表記は赤線） 

貯水位 

放
流
開
始

放
流
終
了

設計洪水位 

満水位（サーチャージ水位） 

制限水位 
水位維持 

ただし書き操作開始水位 

異常洪水 

（計画ピーク） 
（異常洪水に伴う放流） 

貯
水
位 

洪 水 量 

発電取水 

定率放流 定量放流 

計画規模をこえる異常洪水時防災操作 

印時点は、操作時 
期方式等の判断の必
要なところ。 
 
印及び－・－は 
放流操作方式を変え 
るところ。 

 

 

水位維持
操作 洪水調節操作 

体制 
操作 

行動 

降
雨
情
報
収
集

（
発
令
基
準
）

関
係
機
関
連
絡

流
入
予
測
・
調
節
計
画

ゲ
ー
ト
・
機
器
点
検

放
流
警
報（
30
分
前
）

放
流
通
知（
１
時
間
前
）

 

流
入
予
測

調
節
計
画

上
部
機
関
連
絡
・
指
示
受

放
流
通
知

放
流
警
報（
３
０
分
前
） 

放
流
方
式
選
定 

 

た
だ
し
書
き
操
作 

流量
m3/s 

洪水調節修了 

計画規模を超える異常洪水 

計画規模を超える異常洪水時の防災
操作に移行する手続き作業、対応等 

（ただし書き操作） 

計画規模以内の洪水で貯め込まれる
洪水調節ボリューム（定率・定量放流） 

↑水位ｍ 

洪
水
警
戒
体
制
発
令

開
始
操
作

放
流
方
式
選
定

た
だ
し
書
き
操
作
終
了

洪
水
警
戒
体
制
解
除

関
係
機
関
連
絡
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の
個
人
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

（
３
）﹁
ダ
ム
操
作
実
技
訓
練
﹂
コ
ー
ス

こ
の
コ
ー
ス
は
、
河
川
法
に
基
づ
く
も
の

で
は
な
く
、
多
目
的
ダ
ム
に
お
け
る
「
計
画

規
模
を
超
え
る
異
常
洪
水
時
の
防
災
操
作
」、

い
わ
ゆ
る
「
た
だ
し
書
き
操
作
」
の
考
え
方

と
対
応
を
訓
練
す
る
コ
ー
ス
で
す
。
行
政
・

民
間
の
職
員
を
対
象
と
し
た
一
般
研
修
と
し

て
、
四
月
に
三
回
、
十
二
月
か
ら
翌
年
の
二

月
ま
で
七
回
、
合
計
一
〇
回
の
実
施
で
、
六

〇
名
定
員
で
す
。
訓
練
の
操
作
方
式
は
「
定

率
・
定
量
放
流
操
作
方
式
」
＋
「
た
だ
し
書

き
操
作
」
で
す
。

（
４
）
そ
の
他
単
発
の
訓
練
コ
ー
ス

「
ダ
ム
管
理
（
管
理
職
）
研
修
」（
四
月
末
）

「
ダ
ム
管
理
（
係
長
級
）
研
修
」（
十
一
月
）

「
国
土
交
通
大
学
校
専
門
課
程

ダ
ム
管
理
技
術
研
修
」（
一
月
）

の
三
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

理
解
度
ア
ッ
プ
の
工
夫

利
水
ダ
ム
（
許
可
工
作
物
）
の
モ
デ
ル
ダ

ム
（
発
電
専
用
目
的
、
第
一
類
ダ
ム
）
の
操

作
規
程
や
多
目
的
ダ
ム
（
河
川
管
理
施
設
）

の
モ
デ
ル
ダ
ム
の
操
作
規
則
に
従

っ
て
、
洪
水
時
の
ダ
ム
操
作
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。
受
講
生
に
対
し

て
対
応
方
法
を
説
明
す
る
た
め
、

理
解
度
ア
ッ
プ
の
た
め
の
喩
え
の

表
現
を
い
く
つ
か
採
用
し
て
い
ま

す
。
紙
面
の
都
合
で
項
目
の
み
列

挙
し
て
詳
細
説
明
は
割
愛
し
ま
す
。

①
「
ス
テ
ッ
プ
放
流
」

②
「
サ
イ
の
ツ
ノ
」　

③
「
堤
防
の
小
段
」

④
「
ニ
ワ
ト
リ
の
ト
サ
カ
」

⑤
「
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
の
頂
き
」

⑥
「
テ
ー
ブ
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
」

⑦
「
ゴ
ジ
ラ
の
背
中
」

﹁
た
だ
し
書
き
操
作
﹂の
訓
練

こ
の
た
び
の
西
日
本
豪
雨
災
害

で
も
い
く
つ
か
の
ダ
ム
で
「
異
常

洪
水
時
の
防
災
操
作
」
い
わ
ゆ
る

「
た
だ
し
書
き
操
作
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

設
計
段
階
で
想
定
し
て
い
た
計
画
雨
量
を
大

幅
に
上
回
る
降
雨
が
ダ
ム
の
集
水
域
に
降

り
、
計
画
規
模
を
上
回
る
異
常
洪
水
と
な
っ

て
、
定
率
・
定
量
放
流
方
式
の
本
則
通
り
の

防
災
操
作
（
洪
水
調
節
）
を
継
続
し
た
ま
ま

で
は
、
洪
水
調
節
容
量
を
使
い
切
る
可
能
性

が
出
て
き
た
場
合
に
、「
異
常
洪
水
時
の
防

災
操
作
」
に
移
行
し
ま
す
。

こ
の
訓
練
と
し
て
、
研
修
で
は
い
わ
ゆ
る

「
た
だ
し
書
き
操
作
」
に
入
る
ま
で
の
手
続

き
手
順
、
対
応
の
仕
方
な
ど
を
修
得
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
実
施
状
況
は
〈
図
〉
お

よ
び
〈
写
真
７
・
８
〉
の
と
お
り
で
す
。

運
営
体
制
に
つ
い
て

ダ
ム
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
装
置
は
三
台
あ
り
ま

す
が
、
三
号
機
は
予
備
機
と
し
て
、
通
常
は

一
号
機
と
二
号
機
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
週

に
二
回
運
営
を
す
る
こ
と
が
年
間
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
必
要
な
た
め
、
講
師
三
人
で
対
応
し

て
い
ま
す
。

終
わ
り
に
、
日
本
の
ダ
ム
を
適
時
適
切
に

管
理
し
て
い
く
た
め
に
、
三
六
五
日
、
ダ
ム

管
理
業
務
の
職
員
の
方
々
が
日
夜
努
力
し
て

働
い
て
い
る
こ
と
を
、
皆
様
方
に
是
非
お
知

り
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


